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【目的】膵癌は切除不能な場合が多く、固形癌の中で
も最も予後不良とされてきた。近年ゲムシタビン
（GEM）により予後は改善されつつあるが十分な成績
とは言えない。膵癌においては多くの予後予測因子が
報告されてきたが臨床応用には未だ至っていないの
が現状である。2004年、転移性乳癌においてCTCを
含む多くの因子が検討された結果CTCが単独で最も
強い予後因子であることが明らかとなった（NEnglJ
Med，2004）。今回膵癌におけるCTCを検討し予後予
測因子として有用か否かを検討した。
【対象と方法】平成17年2月から平成18年2月ま
でに膵癌患者26例（stage　ii：1、ii：2、　iva：9、　ivb：14）
に対し末梢血中のCTCを測定した。　CTCはナノ鉄
ビーズを標識した抗EpCAM抗体により、免疫磁気法
で上皮性癌細胞を選択し、Cell　Track　Auto　Prep　system
にて1個単位／7．5ml末梢血で測定した。
【結果】　CTC値1個／75　ml以上の陽性例は11例
（陽性率42％、1個～105個、平均16．9個、iva：3、　ivb：
8）であった。これらの症例のうちGEM投与は6例に
行われ（平均3．3クール）、3クール以上投与継続可能
だったのは3例（50％）で全例CTC値は1個と低値
であった。CTC陰性例は15例（ii：1、　iii：2、　iva：6、
ivb：6）でGEM投与はiva、　ivbの12例に行われた。
CTC陽性例と陰性例の生存期間中央値（MST）はそ
れぞれ86．5日、205．6日と有意にCTC陽性例で短かっ
たψ〈0．Ol）。一方stage　ivb症例14例に限るとCTC
陽性例と陰性例ではMSTはそれぞれ52．5日、286．0日
と陽性例で有意に短かったψ＜0．OD。
【考察】　膵癌患者における末梢血中CTC測定は簡便
でかつ予後規定因子となりうる可能性が示唆された。
特にstage　ivb症例において、　CTC陽性例に対しては
予後予測を踏まえた上での抗腫瘍療法およびステン
ト選択も考慮した治療を行う必要があるかもしれな
い。
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　現在、癌（特に肺腺癌）の進行度、浸潤・転移能と
の関係が示唆されている腫瘍マーカーとして、E一カド
ヘリン・β一歩テニン・Cyclooxynase－2（COX－2）・
VEGF－C（D・A）・VEGFRなどがある。今回、日本
赤十字社医療センターで1993年から1999年に肺癌
で手術を施行し　病理組織所見上3cm以下の腺癌と
診断され、経過が判明している42症例の切除標本を
通常の病理染色（HE染色など）と免疫組織化学染色
（E一二ドヘリン・β一二テニン・Cyclooxynase－2（COX－
2）・VEGF℃（D・A）・VEGFRなど）を行い、その有
用性に関して統計的処理をして報告する。
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【目的】新規の癌遺伝子として同定されたDJ－1は、
乳癌患者の約半数において血清中に検出され、早期乳
癌のバイオマーカーの候補として期待されている。し
かし、乳癌組織内におけるDJ－1の発現の強度や分布
および発現頻度は不明である。今回我々は乳癌組織に
おいてDJ－1のmRNAおよび蛋白レベルにおける発
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